
郊外部の道路は走行速度が比較的高く、また、大部分
が２車線道路のため、正面衝突事故等の重大事故が
発生しやすい状況にあります。このような事故を防ぐた
め、国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所は、
ランブルストリップスを開発し、一定の成果を上げること
ができました。
しかし、依然としてスリップ等の事故は後を絶ちません。

そこで、鋼製防護柵協会と共同研究により衝撃を緩和
する新しい中央分離施設としてワイヤロープ式防護柵
を開発しました。 ▲ワイヤロープ式防護柵

ワイヤロープ式防護柵の特徴

１．高い衝撃緩和性能

車両衝突時に中間支柱が倒れ、ワイヤロープのたわ
みが車両の衝撃を緩和して、安全に誘導します。従来
の防護柵と比べて、乗員が受ける衝撃が小さくなるの
で高い安全性が確保されます。

▲車両が受ける衝撃
を緩和２．狭い幅で設置が可能

国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所 HP: http://www.ceri.go.jp
寒地道路研究グループ寒地交通チーム：TEL．(011)841-1738

３．容易に開口部を設置

４．短時間で復旧完了

細い支柱にワイヤロープを通しているので、表裏がなく、
設置幅が少なくてすみます。その結果、防護柵設置に
伴う工事費用縮減が可能です。

事故等の緊急時には、人力のみで容易にワイヤロー
プと支柱を取り外し、どこでも開口部を設けることがで
きます。

事故後の復旧作業は、破損した支柱を取り外し、新し
い支柱を舗装下のスリーブに挿入し、ワイヤロープを
再緊張して完了です。すべて人力で作業できるので短
時間で補修作業を完了することができます。

▲支柱は人力で脱着し、開口部を設置

▲細い支柱

▲破損した支柱を取り外し、スリーブに挿入

▲ランブル
ストリップス

ケーブル式道路防護柵
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・ワイヤロープ式防護柵ホームページ：https://www2.ceri.go.jp/wire_rope/



ワイヤロープ式防護柵の施工方法

研究開発

ワイヤロープ式防護柵の普及実績

▲乗用車（1トン）のAm種試験 ▲大型車（20トン）のAm種試験 ▲衝突後の乗用車損傷状況

防護柵設置基準に定められた実車を防護柵に衝突させる性能確認試験により、平成24年1月
には高速自動車・自動車専用道路分離帯用Am種、平成26年3月には一般道路分離帯用Bm種の
性能を有することが確認されました。平成29年度から高速道路暫定2車線区間のレーンディバイ
ダーとして急速に普及しました。

100km/h、角度20度で衝突 52km/h、角度15度で衝突

◆実車を衝突させて防護柵の性能を確認

▲舗装にスリーブを打ち
込む。

▲支柱を建込み、ワイヤロープ
と間隔保持材を取り付ける。

▲索端金具とターン
バックルを装着し、
張力を調整する。 ▲完成！
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整備効果
•正面衝突事故防止による安全性向上
•中央分離帯導入費用縮減
•規制速度UPによる時間便益向上
•２車線道路中央に防護柵を設置

浜田道・旭ＩＣ～浜田ＩＣ 道東道・清水橋

整備延長の推移
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東北中央道・福島JCT～米沢北ＩＣ ガードレール型緩衝装置

今後の研究予定
•ガードレール型緩衝装置の施工方法

暫定二車線

コンクリート舗装

既設橋梁

端末事故防止


